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ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
都
心
か
ら
千
葉
市
幕
張

地
区
へ
移
転
し
た
一
九
九
九
年
一
二
月
を
境
に
、

図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ま
ず
、
立
地
の
不
便
さ
に
よ
る
来
館
者
の
大
幅
な

減
少
で
あ
る
。
続
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急

速
な
普
及
に
よ
っ
て
、
学
術
情
報
の
流
通
シ
ス
テ

ム
が
変
化
し
、
図
書
館
を
介
さ
ず
に
直
接
発
信
元

か
ら
資
料
の
入
手
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
当
館

で
し
か
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
途
上
国
の
新
聞
や
統

計
資
料
で
す
ら
少
な
か
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
入

手
可
能
と
な
り
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
必
然
性
が

低
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
利
用
者
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
当
館
で
も
従
来
型
の
資
料
提

供
方
法
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
の

ひ
と
つ
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

ま
ず
、
構
築
準
備
と
し
て
二
〇
〇
四
年
度
に
宇

陀
則
彦
筑
波
大
学
准
教
授
を
招
い
て
電
子
図
書
館

分
科
会
を
組
織
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
世

界
的
な
動
向
・
技
術
に
関
す
る
勉
強
と
当
館
で
の

構
築
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
宇
陀
氏
が
研
究
所
に
お
け
る
そ
の

構
築
の
有
効
性
や
独
自
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
に
つ
い
て
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
こ

で
彼
の
提
言
の
う
ち
二
つ
を
紹
介
し
よ
う
。

①
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の

特
徴
は
、
研
究
成
果
と
情
報
提
供
を
直
結
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
研
究
所
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②
元
の
紙
資
料
の
文
脈
を
解
体
す
る
こ
と
で
、
紙

の
状
態
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
資
料
間
の
意

味
関
係
の
新
た
な
生
成
を
可
能
に
す
る
。

●
研
究
成
果
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

翌
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に

着
手
し
た
が
、
ま
ず
前
述
の
提
言
②
の
具
体
化
を

め
ざ
し
た
の
が
「『
日
本
の
経
験
』
を
伝
え
る
ー

技
術
の
移
転
・
変
容
・
開
発
」（
二
〇
〇
六
年
四

月
公
開
）
と
「
ア
ジ
ア
動
向
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
同

年
八
月
公
開
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
研
究
所
が
国

連
大
学
の
受
託
研
究
事
業
と
し
て
一
九
七
五
年
か

ら
五
年
を
か
け
て
実
施
し
た
「
技
術
の
移
転
・
変

容
・
開
発
―
日
本
の
経
験
」
の
出
版
物
（
和
洋
単

行
書
一
七
冊
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
一
二
八
冊

な
ど
）
が
対
象
で
、
著
作
権
者
で
あ
る
国
連
大
学

の
承
諾
を
得
て
実
現
し
た
。
こ
の
事
業
は
元
々

一
九
テ
ー
マ
の
研
究
会
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

最
終
成
果
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
一
研
究
会

の
み
で
あ
っ
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
あ
た
っ
て
は
、

研
究
事
業
が
意
図
し
た
方
法
論
と
そ
の
全
体
像
を

そ
の
ま
ま
伝
え
る
た
め
に
、
あ
え
て
全
て
の
研
究

成
果
と
関
係
資
料
を
公
開
し
て
い
る
。

後
者
は
、
一
九
六
九
年
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
「
ア
ジ
ア
動
向
年
報
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

で
あ
る
。「
紙
の
資
料
の
文
脈
を
解
体
」
し
再
構

成
す
る
こ
と
で
、
縦
横
無
尽
に
重
要
ト
ピ
ッ
ク
や

国
別
分
析
レ
ポ
ー
ト
、
主
要
日
誌
、
主
要
経
済
統

計
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
前
述
の
提
言
①
を
実
現
し
た
の
が
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
：
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
出
版
物
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
二
〇
〇
八
年
六
月
公
開
）
で
、

現
在
、
一
九
九
〇
年
以
降
に
刊
行
し
た
出
版
物
を

中
心
に
約
七
〇
〇
冊
、
六
五
〇
〇
論
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
を
提
供
す
る
。
研
究
所
の
出
版
物
は
共

同
研
究
の
成
果
で
あ
る
た
め
、
論
文
集
の
形
態
を

取
る
こ
と
が
多
い
が
、
単
に
各
論
文
を
提
供
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
共
同
研
究
の
存
在
理
由
が
わ
か

る
よ
う
に
元
の
冊
子
の
構
成
を
見
せ
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
著
作

者
人
格
権
を
考
慮
し
、
各
執
筆
者
に
利
用
許
諾
を

泉
沢
久
美
子

『e-Japan 

戦
略
Ⅱ
』に
呼
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

IDE Library
50
特 集



33 ―アジ研ワールド・トレンドNo.174（2010. 3）

得
た
も
の
の
み
を
公
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
研
究
所
研
究
成
果
は
、
ご
く
一
部
を

除
い
て
全
て
公
刊
し
て
お
り
、
発
展
途
上
国
研
究

と
い
う
特
定
主
題
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
元
来
、

機
関
／
分
野
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
原
型
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
最
新
一
〇
年
分
の
出
版
物
を
有

料
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
完
全
な
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
で
は
な
い
た
め
、
別
に
学
術
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
（
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）
を
設
け
て
い
る
。

●
貴
重
資
料
群
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

当
初
、「
ど
ん
な
資
料
に
つ
い
て
、
な
ぜ
ア
ー

カ
イ
ブ
を
作
る
の
か
」
を
検
討
し
た
際
、
ま
ず
先

人
の
職
員
が
積
極
的
な
意
図
を
も
っ
て
収
集
し
た

「
岸
幸
一
資
料
」
と
「
旧
植
民
地
関
係
資
料
」
が

候
補
に
上
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
次
世
代

に
伝
え
る
た
め
に
、
当
時
の
最
新
媒
体
で
あ
っ
た

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た

資
料
群
で
あ
る
。
と
く
に
、「
旧
植
民
地
関
係
機

関
刊
行
物
総
合
目
録
（
全
五
巻
）」（
以
下
、「
総

合
目
録
」
と
略
）
の
編
纂
と
関
係
資
料
の
収
集
は
、

当
館
が
社
会
的
基
盤
の
提
供
を
強
く
意
識
し
た
事

業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
い
わ
ば
、「
ア
ナ
ロ
グ
ア
ー

カ
イ
ブ
」
か
ら
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
へ

再
生
さ
せ
た
の
が
「
近
現
代
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日

本
」
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
、
台
湾
総
督
府
、
満

州
国
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
な
ど
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
旧
植
民
地
関
係
機
関
の
刊
行
物

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
現
在
、
図
書
・
年
刊
類
：

約
二
万
六
〇
〇
〇
点
、
雑
誌
：
二
〇
〇
〇
点
を
収

録
）
に
つ
い
て
、「
総
合
目
録
」
を
基
に
し
て
、

新
た
に
国
内
外
五
四
六
機
関
の
一
九
万
点
に
も
及

ぶ
所
蔵
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
当
館
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
で
入
手
し
て
い
た
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
刊
行

の
希
少
資
料
約
三
九
〇
〇
点
（
戦
後
ま
も
な
く
Ｇ

Ｈ
Ｑ
が
接
収
し
、
米
国
議
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
約
三
二
〇
〇
点
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
約
六
〇
〇
点
、
お
よ
び
当
館
所
蔵
資
料
）
の
全

文
を
画
像
で
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
事
前
調
査
で
は
、
多
く
の
図
書
館
が
関
係

資
料
を
自
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
未
登
録
の

ま
ま
で
、
資
料
の
劣
化
・
破
損
を
理
由
に
貸
出
禁

止
と
い
っ
た
利
用
制
限
が
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
環

境
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
と
く
に
、

一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
に
は
膨
大
な
資
料
が
刊
行

さ
れ
た
が
、
粗
悪
な
印
刷
紙
の
た
め
、
か
な
り
酸

化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
の
保
存
と
利
用
の
た
め

に
は
中
性
紙
対
策
や
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
の
変
換
が

急
務
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は

国
会
図
書
館
の「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

や
滋
賀
大
学
、
小
樽
商
科
大
学
で
公
開
し
て
い
る

旧
植
民
地
関
係
資
料
の
画
像
と
リ
ン
ク
を
張
り
、

五
〇
〇
〇
点
以
上
の
刊
行
物
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
画
像
の
表
示
方
法
な

ど
改
善
す
べ
き
点
が
多
い
し
、
こ
の
種
の
歴
史
的

資
料
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

情
報
の
追
加
や
リ
ン
ク
と
継
続
的
な
更
新
が
必
要

で
あ
る
。

ほ
か
に
、「
岸
幸
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
発

展
途
上
国
の
フ
ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
等
を
公
開

し
て
い
る
が
、
紙
面
の
関
係
で
割
愛
す
る
。

●
山
積
す
る
課
題

二
〇
〇
一
年
「e-Japan

」
と
し
て
日
本
型
Ｉ

Ｔ
社
会
の
実
現
に
向
け
た
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
、

続
い
て
二
〇
〇
六
年
の
「e-Japan

戦
略
Ⅱ
」
で

は
、
美
術
館
・
博
物
館
・
図
書
館
な
ど
の
所
蔵
品
、

Ｗ
ｅ
ｂ
情
報
、
特
色
の
あ
る
文
化
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
お
よ
び
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
館
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
確
か
な

意
志
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
構
築
し
た
結
果
、

偶
然
に
も
、
こ
う
し
た
要
請
に
呼
応
し
た
も
の
と

な
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
図
書
館
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環

境
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
「
図
書
館
の

業
務
」
と
い
う
位
置
を
十
分
に
確
保
し
て
い
る
と

は
言
い
難
く
、
費
用
、
人
材
面
な
ど
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
従
来
の
図
書
館
の
枠
を
超
え
て
知
的

文
化
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

意
識
と
、組
織
、技
術
、シ
ス
テ
ム
、費
用
と
い
っ

た
面
で
の
長
期
的
な
視
野
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
い
ず
み
さ
わ　

く
み
こ/

研
究
支
援
部
）
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